
                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

                                                                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化発表会が無事終了しました。 

今年は例年とは違った形で、また、内容も縮小したものとなり

ましたが、全校生徒が、今もてる力をしっかりと出し切り、例年に

負けない内容のある文化発表会であったと思います。少ない準

備期間でしたが本当によく頑張ってくれました。今年は、今年の

良さがでた文化発表会でした。  

合唱コンクールでは、沢山の保護者に来校いただきました。

ありがとうございました。 

 

＜作品展示について １０月２１日（水）～３０日（金）＞ 

１０月２１日（水）～３０日（金）職員室前廊下や南館１Ｆの廊下

で、教科や部活の作品を展示します。保護者の方も自由に見学

いただけます。見学時間は１校時～４校時の午前の時間帯で

す。また、多目的室①（南館１Ｆ）で、合唱コンクール、舞台発表

のビデオを放映します。（放映時間10：00～12：00） 

【尼崎市読書感想文コンクール】 

特選 ： 林  小春   準特選 : 舛井 美希 

入選 : 阪中 彩香・髙野 莉沙・大森 はるか 

     森  さくら・仲川 里桜・柚木 玲南 

【卓球部】 尼崎市中学校新人大会 

男子団体 : 準優勝 

女子団体 ： 第３位 

【男子ソフトテニス部】 阪神中学校新人大会 

学校対抗の部 : 優勝 

個人の部 : 優勝 實重 公惺・山鼻 惺羅 

       準優勝 岩田 悠聖・近藤 智也 

 

学校だより №３ 

校長室の窓から 
令和２年１０月 文化発表会 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 校 訓 ＞ 

いのちを大切にしよう 

きまりを守ろう 

進んでことにあたろう 

相手の立場に立って考えよう 

【野球部】 阪神中学校新人大会 

第３位 

【陸上部】 尼崎市駅伝大会   

女子総合 ： 第２位 48分29秒 

佐野 晴菜・桐谷 結沙・増田 紗那・浜木 梓・行安 亜芽莉 

＜区間賞＞ 

男子１区 第２位 米田 正悟10分41秒 

男子２区 第３位 杉原 義宣11分12秒 

女子３区 第３位 増田 紗那8分03秒 

女子４区 第１位 浜木 梓 7分40秒 

女子５区 第２位 行安 亜芽莉11分49秒 

文化発表会  － 合唱コンクール・舞台発表・作品展示 － 

【合唱コンクール】 

 最優秀 優 秀 

１年生 ６組 ４組 

２年生 ６組 ２組 

３年生 ３組 ６組 

 

 

 

 

 

 

 

自動音声応答サービスの導入 
令和２年１０月２６日（月）から、尼崎市立小・中・特別支援学校において、職員の勤務時

間外では、電話の自動音声応答サービスを導入し自動音声による対応をします。 

〔 設定時間帯 平日＜１９：００～翌朝７：３０＞ ／ 土・日・祝日＜終日＞ 〕 

“ 磨 く ” 
 一般の家庭で砥石（といし）でていねいに包丁（ほうち
ょう）を研（と）いだり、硯（すずり）で墨（すみ）を時

間をかけて磨（す）ることも少なくなりました。包丁を差

し込むだけで磨げる包丁研ぎ機や注ぐだけですぐに使え

る墨汁が普及しています。また、研がないですぐに炊ける

無洗米も登場しています。 

時間をかけて同じ動作を繰り返すこと自体が本当に少

なくなってきているように思います。磨いたり研いだりす

ることは言いかえれば、あるものとあるものがぶつかり合

い、こすり合わさることです。特に、硬いものどうしが時 

間をかけてこすれ合うと、お互いが磨かれ、光を放つもの

に変化していきます。 

 それは、ものに限らず人間も同じではないかと思いま

す。人間を磨くのも、人間同士がぶつかり合い、もまれた

りしながら時間をかけて、できあがっていくのだと思いま

す。 

「自分と違う人の意見を聞いたり、人と話し合ったりと

いうような人間関係はさけたい」「できれば優しく軟らか

いものだけに守られたい、手っ取り早く答えがほしい」と

いう気持ばかりでいたら、人が磨かれるということは本当

に少なくなってしまうのではないでしょうか。 

 

 

オープニング（生徒会執行部） 合唱表彰 英語スピーチ 

伝統文化 

吹奏楽部 

オープニング 

 


